
)(
級

卒
2

局業
築

工
斗
一

者
無
偶
有

配
の所

高

無
有
無
有
有

卒野オ

副
会
頭
開

矛

1
望
地
住

校学
級
女
2

等
算

局
珠有

(卒局

副
会
頭
 
d
 
林
茂

の

ー
)

時
日

務
休

圖
同

卒一局
有
有
有

◇
住
所
変
更

北
新
測
量
味

新
奈
良
市
北
新
町
九
五
の
一

旧
方
北
新
町
一
七
四
ノ
ハ

◇
代
表
者
変
更

吉
田
蚊
帳
鵠

新
吉
田
勝
俊
旧
吉
田
孝
一

新
会
員
紹
介

▽
う
さ
ぎ
や
薬
品
・
香
川
康
雄
・
紀

寺
町
四
三
・
薬
化
粧
品
販
・
⑳
四

三
七
五
▽
新
石
材
工
業
・
新
卯
一

・
柳
生
町
一
四
0
七
・
石
材
業
・
大

柳
生
④
0
五
七
八
▽
藤
村
総
業
建
設

・
藤
村
功
・
土
木
建
築
・
⑫
四
五

六
ハ
マ
岡
崎
縫
工
所
・
岡
崎
義
一

南
魚
屋
町
⑳
・
縫
製
加
工
・
⑳
0
二

三
三
マ
白
善
商
店
・
ハ
合
奥
三
郎
・
東

紀
寺
町
二
1
六
1
-
六
・
事
務
用
品

販
・
⑳
二
八
四
0
▽
騰
中
野
商
会
・

上
田
二
朗
・
大
森
町
三
一
T
-
.

自
動
車
販
修
・
岡
四
七
九
一
マ
テ
ー

ラ
ー
花
松
・
花
松
勇
・
東
九
条
町

売
間
-
1
-
1
三
0
八
・
洋
服
仕
立

・
⑩
七
二
六
三
▽
港
屋
洋
傘
店
・
花

松
一
雄
・
寺
町
北
一
三
一
・
洋
傘
販
・

⑳
五
三
七
六
マ
吉
村
商
事
・
吉
村
岩

雄
・
不
動
産
取
引
・
⑮
0
二
三
マ

平
山
化
粧
品
店
・
平
山
正
子
・
角
振

新
屋
町
十
・
化
粧
品
店
・
⑳
五
一
六

ニ
マ
ハ
百
徳
酒
店
・
俵
需
夫
・
三

碓
町
三
五
一
・
酒
類
販
・
⑮
0
0
三

0
▽
谷
商
会
・
ハ
合
貞
治
・
芝
辻
町

ニ
ー
エ
ー
ニ
丁
自
転
車
卸
・
圃

六
四
九
二
▽
小
林
調
味
商
・
小
林
祥

浩
・
紀
寺
田
中
町
六
ニ
ハ
ー
一
・
調

味
料
卸
・
⑳
七
三
三
七
▽
綜
合
百
貨

す
ぎ
た
・
杉
田
昌
弘
・
尼
辻
町
三
二

六
-
ー
ニ
・
綜
合
百
貨
・
@
0
四
七

八
▽
嶋
田
商
店
・
嶋
田
匡
男
・
尼
辻

町
甲
七
四
六
1
三
五
・
酒
類
食
料
品

販
・
@
四
七
三
一
▽
田
和
工
務
店
・

田
和
勉
・
西
木
辻
町
二
六
0
 
・
建

築
・
⑳
三
四
0
三
マ
喫
茶
大
空
・
中

村
依
子
・
小
川
町
五
・
喫
茶
・
⑳
七

九
八
一
マ
多
田
た
ば
こ
店
・
多
田
悦

子
・
浄
言
寺
町
二
六
九
・
タ
バ
コ
販

・
⑳
二
三
四
六
マ
ま
る
い
ち
洋
品
店

・
杉
岡
秀
一
・
角
振
新
屋
町
十
・
婦

人
洋
品
販
・
⑳
五
二
三
マ
成
田
屋

・
国
分
辰
男
・
北
京
終
町
一
九
・
化

粧
品
販
・
⑳
二
0
-
四
マ
魚
正
・
三

橋
栄
・
船
橋
町
五
五
1
-
・
鮮
魚
販

・
⑳
三
四
三
ニ
マ
安
田
火
災
新
安
生

代
理
店
・
新
土
居
美
照
・
歌
姫
町
一

0
三
六
・
損
保
代
理
・
⑬
六
四
六
五

▽
イ
ン
ペ
ッ
ク
ス
奈
良
サ
ー
ピ
ス
シ

ヨ
ッ
プ
・
杉
本
正
彦
・
イ
ン
ペ
ッ
ク

ス
製
品
販
・
⑳
0
五
二
七
マ
梅
屋
電

気
商
会
・
梅
森
義
数
・
電
気
器
具
販

・
@
五
八
三
二
▽
日
本
宣
伝
桝
・
幾

田
明
・
広
告
美
術
・
圃
五
ご
三
マ

片
岡
サ
イ
ク
ル
・
片
岡
眞
士
・
自
転

車
、
オ
ー
ト
バ
イ
販
・
⑳
三
一
九
六

▽
平
井
工
務
店
・
平
井
再
祐
・
北
半

田
中
町
一
七
・
建
設
・
⑳
一
三
0
四

マ
北
尾
薬
店
・
北
尾
正
幸
・
西
大
寺

本
町
三
1
-
一
三
・
医
薬
品
販
・
卿
0

四
二
八
▽
吉
岡
美
装
・
吉
岡
勝
・
大

森
町
二
四
・
自
動
車
鈑
金
塗
装
・
⑳

ニ
ニ
0
九

職

1

2

工

男

3

4

登
W
夾
棚
路

5

子

当
会
議
所
ニ
ユ
ー
ス
も
、
昭
和
二

十
七
年
九
月
、
「
商
工
だ
よ
り
」
と

し
て
創
刊
以
来
、
第
百
号
を
数
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
▼
四
十
八
年
に

は
、
現
行
の
「
会
議
所
ニ
ユ
ー
ス
」

に
改
名
、
よ
り
迅
速
に
、
よ
り
タ
メ

に
な
る
情
報
を
ー
と
努
力
を
重
ね

て
来
ま
し
た
▼
如
何
せ
ん
拙
文
の
う

え
不
馴
れ
な
と
と
も
あ
り
充
分
に
意

を
尽
く
せ
な
い
と
と
ろ
が
多
々
あ
っ

た
こ
と
を
お
わ
び
す
る
と
共
に
今

百
号
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
を

一
つ
の
フ
シ
と
し
、
一
歩
か
ら
出
直

t
心
が
ま
え
で
船
り
ま
す
▼
何
か
ご

意
見
、
ビ
注
文
が
あ
れ
ば
ド
シ
ド
シ

御
指
摘
願
い
、
よ
の
内
容
の
あ
る
も

の
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
兆
願
い
致
し
ま
す
。
(
係
)

1

2
-

ス

"
.
.
.
.

女

3

4

ノ

子

即
能
釘
4
即

目

謹
賀
新
年

卯
一
駅
、

低
位
安
定
成
長
が
叫
ぱ
れ
た
昭
和
五
十
一
年
も
終
わ
り
、
新
し
い
年
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

本
年
は
ご
存
知
の
よ
う
に
第
九
期
新
体
制
が
真
に
ス
タ
ー
ト
す
る
年
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
時
に
あ
た
り
、
奈
良
商
工
会
議
所
の
使
命
を
全
う
す
べ
く
よ
り
一
層
の
努
力
を
重

ね
て
ゅ
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
方
の
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

発
行
所奈

良
市
登
大
路
町

関
番
地
2

奈
良
商
工
会
議
所

編
集
責
任
者

谷
武
芳

」

印
刷
所

殊
奈
良
明
新
社

部

五
十
円

息

21

、

b
-

言
一 ゛

ι
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昭
和
五
十
二
年
一
月

奈
良
商
工
会
議
所

会
頭
上
田
慶

号

副
会
頭
近
東
弘

役
員
議
員
一
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年頭のこあいさつ・・・・・・・・・・・・・・・・・・会頭上田慶治・・・・・・ 2

新年のこあいさつー・・ーー奈良県知事奥田良三・・・-3

年頭のあいさつーーーー・・一奈良市長鍵田忠三郎一ー・4

年頭所感・・・・・ ・ー・・・・日豆嵜4ミ豆頁 jaく里予^左隹一・-5

年頭のことぱ集・ 6
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種年齢経

調理士
(和食)

奈良市

生駒市

奈良市

奈良市

奈良市

奈良市
通
奈良市

総務事務

奈良会議所ニュース

専門学校
保母資格

倉庫係 義務卒

、・二1-宰降、i. U .JTJ :■..、
、^ 1冒・ 1':.

建築設計 9年

旋盤

調理(和食)若干

・一般事務

験

奈良

総務事務 4年
営業 4年
出荷入荷係

20年

経理事務

販売店員 144

年頭論壇奈良県立短期大学教授由比凌・・・ー・9

才0 知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11

経営実務セナー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11

求職者情報・ー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12

・・・・・12

旋盤工
研磨工

120,000円

180,000円

200,000円

150,000円

]30,000円

電話交換手 241

45

5 1 保

、」、J,

48

昭和52年1月10日(毎月1回10日発行)

9.00~5.00
(日曜)
不問

(週休曜)

2年
3年

倒剣

'.^■...●

10年

8.30~5.00
(日曜)

8.30~5.00
(日曜)

20年

県窪外暖全奈良市
呆通内 1投全天理市
尿而内印.1 生.駒市市一少師
県裂外畷全1奈良市

80,000円

100,000円

80,000円25年

8.30~5.00

5年

9.00~5.00
(日曜・祝日)

6.6年

市治

9.00~5.00 生駒市
(日曜・祝日)通

80,000円 9.00~5.00

12月23日掲載分

有'
10.00~6.00 奈良市
()通

90,000円 9・00~5・00 1

奈良市
通

学歴・資格

不問

不問

不問

不問

不問

高等女学校
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昭
和
五
十
二
年
の
新
春
を
迎
え
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
は
、
咋
年
初
頭
よ
り
対
米
輸
出
の
話
を
軸
と
し
て
、
念
願
累
気
回
復
を
果
た
t

か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
景
気
同
復
の
主
役
で
あ
る
輸
出
の
券
鈍
化
、
佃
人
消
費
の
伸
び
悩
み
、
公
共
讐

の
不
振
に
加
え
て
企
業
の
投
資
活
動
の
盛
り
上
が
り
に
欠
け
、
長
期
不
況
よ
り
の
脱
出
は
遂
に
果
九
す
と
と
か

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
又
、
一
方
、
長
瑚
K
わ
た
る
政
治
の
混
迷
に
ょ
り
不
安
定
な
状
ぎ
発
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
特
忙
中
小
企
淺
ほ
と
ん
ど
の
奈
良
産
業
界
に
は
厳
し
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

更
K
、
海
外
の
熊
力
を
見
ま
し
て
も
米
国
、
西
独
を
中
心
に
西
欧
詰
国
嫉
気
回
復
に
向
っ
て
い
る
と
い
う

も
の
の
世
界
的
な
資
禽
題
、
発
展
途
上
国
の
闇
題
な
ど
多
難
な
も
の
が
あ
り
ま
t
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
環
境
の
中
で
、
こ
こ
に
新
し
い
年
を
迎
え
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
我
々
産
業
人
は
環

境
変
化
に
柔
ν
搭
対
応
し
得
る
経
営
理
念
の
再
確
立
と
鷲
呂
内
容
の
充
実
に
務
め
る
と
共
に
た
く
ま
し
い
活
力

を
も
っ
て
最
大
の
自
助
努
力
を
致
す
べ
き
と
き
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

ミ
た
、
商
工
全
誘
と
致
し
ま
し
て
は
と
の
激
動
の
時
代
を
直
視
し
、
地
域
社
会
の
発
展
と
地
元
産
業
の
育

成
に
全
力
を
傾
注
致
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
幸
い
皆
様
方
の
御
協
力
に
ょ
り
四
十
九
年
に
新
し
い
会
館

が
竣
工
致
し
ま
し
た
が
、
と
の
立
派
な
会
館
K
ふ
さ
わ
し
い
事
業
、
中
味
の
充
実
を
は
か
り
兪
所
の
使
命
逹

成
に
鑾
致
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
存
じ
ま
t
。

特
也
現
下
の
経
済
情
勢
に
対
応
し
た
中
小
企
業
者
、
小
規
禁
サ
業
岩
の
体
質
の
強
化
を
粘
極
的
に
押
し
進
め

る
た
め
金
融
対
策
、
税
語
帳
指
導
の
炎
を
中
心
に
経
営
各
般
の
専
門
相
希
導
、
巡
回
相
談
体
制
の
強
化

等
譜
親
し
ま
れ
信
頼
さ
れ
る
会
議
所
と
し
て
具
休
的
な
実
践
を
豬
政
重
ね
、
ま
帯
設
委
員
会
、
部
会
を
積

極
的
に
開
催
し
て
情
帳
の
把
握
意
見
活
動
の
活
発
化
を
は
か
り
た
い
と
存
じ
ま
十
。

そ
の
為
に
は
会
議
所
の
財
政
基
盤
の
確
立
と
と
も
に
会
員
の
増
強
を
は
か
り
内
部
休
制
の
充
実
を
は
か
る
べ

き
と
存
じ
ま
す
。

時
た
ま
た
ま
当
所
創
立
三
十
周
年
雲
式
典
並
び
に
会
員
大
会
を
二
月
二
十
三
日
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
K
於

て
開
催
し
、
会
員
各
位
の
一
眉
の
団
結
と
会
議
所
の
望
を
は
か
り
た
い
と
存
じ
て
発
り
ま
す
。

皆
様
方
の
ビ
理
解
と
ビ
支
援
を
船
願
い
致
し
ま
し
て
年
頭
の
ビ
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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新
年
お
め
で
と
ぅ
ビ
ざ
い
ま
す
。
と
と
し
も
県
民
皆
さ
ん
と
共
に
元
気
に
お
正
月
を
迎
え
さ
せ
て
頂
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
ま
と
と
に
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

と
と
ろ
で
、
一
九
七
七
年
と
い
え
ば
二
十
一
世
紀
は
も
う
月
の
前
で
あ
り
ま
す
。
私
は
包
二
十
一
世
紀
を

迎
え
る
と
ろ
の
、
つ
ま
り
二
十
年
、
三
十
年
先
の
と
と
を
考
え
て
、
そ
の
と
き
に
な
っ
て
も
あ
わ
て
る
と
と
の

な
い
よ
う
な
奈
良
県
の
基
礎
を
い
ま
か
ら
つ
く
つ
て
お
と
ぅ
と
、
そ
ん
な
奈
良
県
づ
く
り
を
モ
ッ
ト
】
に
、
県

政
を
進
め
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
な
か
で
も
「
生
活
基
盤
の
希
と
県
民
の
器
を
守
り
健
康
を
増
準

る
」
た
め
の
施
策
は
、
そ
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
て
の
最
の
大
き
な
柱
な
の
で
あ
り
ま
す
。

県
民
皆
さ
ん
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
に
は
、
医
療
機
関
の
整
備
を
は
じ
め
と
し
て
、
休
日
・
夜
里

療
、
へ
き
地
医
療
の
充
実
な
ど
は
欠
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
な
か
で
、
一
昨
年
七
月
に
着
手
い
た

し
ま
し
た
「
県
立
奈
良
病
院
」
は
そ
の
後
工
事
が
傷
に
捗
り
ま
し
て
、
い
よ
い
よ
今
秋
、
め
で
た
く
奈
良
市

平
松
町
に
開
院
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
<
後
の
工
事
の
琵
を
祈
る
と
共
に
、
年
頭
に
当
っ
て
皆
さ
ん
に
ビ

報
告
中
し
上
げ
て
お
き
た
い
と
と
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
懸
案
の
「
県
立
王
寺
周
辺
病
院
」
も
、
関
係
の
皆
さ

ま
方
の
ビ
理
解
と
ビ
協
力
を
得
ま
し
て
、
い
よ
い
よ
本
年
に
は
草
で
き
る
見
通
し
が
つ
き
ま
し
た
。
と
れ
も

嬉
し
い
と
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
緑
か
五
條
病
院
の
拡
充
、
県
民
医
療
の
釜
を
高
く
保
つ
た
め
の
医
科
大
学

の
整
備
等
々
、
高
度
な
医
療
サ
】
ビ
ス
の
提
供
に
全
力
を
あ
げ
た
い
と
秀
え
て
お
り
ま
す
。

生
活
差
盤
の
整
備
と
し
ま
し
て
は
、
従
来
か
ら
「
県
営
上
水
道
」
と
「
号
下
釜
」
の
事
業
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
県
営
上
水
張
業
は
、
大
和
平
野
全
域
と
宇
陀
翻
原
町
の
二
十
五
力
市
町
村
の
皆

さ
ん
に
吉
野
川
と
宇
陀
川
か
ら
の
き
れ
い
な
水
を
お
飲
み
頂
と
ぅ
と
い
う
も
の
で
す
が
、
昨
年
末
、
十
年
の
歳

月
と
三
百
億
円
も
の
費
用
を
用
し
た
と
の
事
業
も
、
予
定
の
全
市
町
村
に
給
水
す
る
と
と
が
出
来
、
め
で
た
く

完
成
い
た
し
ま
し
た
。
と
れ
で
、
今
後
奈
良
県
人
口
が
い
か
に
ふ
ぇ
よ
う
ミ
大
和
平
野
に
ど
ん
な
干
ば
つ
が

来
よ
う
と
も
、
も
う
水
不
足
の
不
安
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

大
和
川
上
流
流
域
下
水
道
事
業
は
、
全
国
に
先
が
け
て
、
奈
良
県
百
年
の
大
計
と
し
て
手
が
け
奈
羊
あ

り
ま
t
。
と
の
事
業
は
私
た
ち
の
便
所
を
水
洗
式
に
t
る
と
と
と
川
の
水
を
き
れ
い
に
す
る
と
い
う
二
つ
の
目

的
を
持
っ
て
船
り
、
い
ま
第
一
次
計
画
の
進
行
と
並
行
し
て
、
第
二
次
詰
の
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
用
地
買
収
を

急
い
で
い
る
と
と
ろ
で
す
。
さ
ら
に
は
大
和
平
野
の
第
三
次
計
画
、
ま
た
、
吉
野
川
や
宇
陀
川
の
流
域
へ
と
張

業
を
進
め
、
住
み
ょ
い
快
適
な
生
活
環
境
つ
く
り
を
釜
し
た
い
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
ま
一
つ
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ
羚
知
ら
せ
し
た
い
と
と
が
あ
り
ま
t
。
そ
れ
は
大
和
郡
山
市
に
鴛
中
で
あ
っ
た

「
県
営
中
央
卸
売
市
場
」
が
<
1
春
、
い
よ
い
よ
開
場
さ
れ
る
と
い
う
と
と
で
t
。
県
民
の
皆
さ
ん
に
新
鮮
で
や

・
冨
な
食
料
品
を
安
定
し
た
価
格
で
お
届
け
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
江
な
り
、
さ
ら
に
は
物
価
の
安
定
に
、
大

き
く
貢
献
す
る
と
と
で
し
ょ
う
。

奈
良
県
人
口
は
咋
年
十
一
月
百
十
万
人
を
突
破
t
る
な
ど
急
速
度
で
増
加
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
県
の
奨

を
思
う
と
き
、
術
限
な
人
口
増
加
を
許
t
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
昨
年
、
昭
和
六
十
年
を
目
標
に
し

た
県
人
口
を
百
四
十
三
万
人
に
t
る
こ
と
に
定
め
、
自
祭
境
を
守
り
な
が
ら
よ
り
住
み
ょ
い
奈
良
県
づ
く
り

に
、
い
っ
そ
う
努
め
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

新
し
い
年
に
あ
た
っ
て
、
県
民
皆
さ
ん
は
い
ろ
い
ろ
と
新
た
な
決
意
に
燃
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
私
は
咋
年
か
ら
全
国
祭
会
会
長
と
い
う
、
美
あ
る
重
亭
つ
と
め
さ
せ
て
頂
く
と
と
に
な
り
ま
し

た
。
と
れ
も
偏
に
県
民
の
皆
さ
ん
の
ビ
支
援
の
賜
と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
名
を
恥
し
め

な
い
よ
う
一
生
懸
命
に
頑
張
り
た
い
と
決
意
し
な
が
ら
、
と
と
し
も
奈
良
県
の
将
来
の
た
め
に
有
,
軽
な
年
で

あ
る
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な
県
政
を
ぜ
ひ
と
も
進
め
て
ゆ
き
た
い
も
の
と
老
え
て
蜘
り
ま
す
。
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邑

昭
和
五
十
二
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
奈
良
商
工
会
議
所
皆
さ
ん
の
ご
清
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

奈
良
市
は
今
年
市
制
施
行
八
十
年
の
譽
す
べ
き
年
に
当
た
り
、
さ
ら
に
市
民
待
望
の
新
市
庁

舎
が
新
平
城
京
の
中
心
地
に
二
月
十
一
日
竣
工
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
の
社
寺
の
門
前
町
で
あ
っ
九
旧
奈
良
市
が
、
新
平
城
京
の
奈
良
市
に
、

名
実
と
も
に
大
き
く
脱
皮
し
、
飛
躍
的
に
発
展
す
る
夜
明
け
を
迎
え
九
と
い
え
ま
す
。

こ
の
を
私
は
、
千
二
百
年
ぶ
り
に
新
し
い
天
平
文
化
の
花
を
咲
か
せ
た
い
と
い
う
願
い
を
こ

め
て
、
新
年
の
市
政
眼
目
を
,
新
平
城
京
に
お
い
て
新
天
平
交
化
の
花
を
咲
か
せ
ん
,
と
決
め
、

精
進
も
っ
て
こ
れ
が
実
現
の
市
政
を
す
す
め
る
決
意
を
新
九
に
し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
福
祉
の
花
が
咲
き
健
康
で
信
義
が
あ
り
働
く
喜
び
に
満
ち
あ
ふ
れ
友
情
と
奉
仕
の
心

が
ま
ち
い
っ
ぱ
い
に
行
わ
れ
て
い
る
道
義
の
ま
ち
奈
良
市
の
実
現
で
あ
り
ま
す
。

奈
良
市
は
い
ま
、
人
口
的
に
も
二
十
七
万
と
な
り
、
国
際
的
に
も
西
安
、
慶
州
等
と
交
流
、
福

祉
的
に
も
福
祉
宣
言
の
都
市
と
な
り
昔
都
城
で
あ
っ
た
平
城
京
の
盛
時
が
今
に
よ
み
が
え
り
つ
っ

、

あ
り
ま
す
。

こ
の
と
き
新
市
庁
舎
を
中
心
に
新
天
平
文
化
の
花
を
大
き
く
咲
か
せ
、
真
に
日
本
民
族
の
心
の

中
心
都
市
を
つ
く
る
こ
と
こ
そ
奈
良
市
の
も
つ
使
命
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

経
済
界
の
み
な
さ
ん
も
、
こ
の
奈
良
の
も
つ
歴
史
的
な
使
命
を
考
え
、
国
際
的
視
野
に
立
っ

て
、
商
工
業
の
振
興
を
は
か
り
、
偉
大
な
新
平
城
京
の
経
済
建
設
の
気
宇
を
も
っ
て
、
飛
躍
的
発

展
を
遂
げ
ら
れ
る
よ
う
念
じ
ま
す
。

経
済
情
勢
は
本
年
も
引
き
続
き
き
び
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
し
よ
う
が
、
き
び
し
く
苦
難
の
と
き

こ
そ
開
拓
精
神
の
花
が
咲
く
の
で
あ
り
、
こ
の
精
神
を
も
っ
て
理
想
社
会
を
つ
く
る
と
い
う
経
済

目
的
達
成
に
不
断
の
ご
精
進
ご
努
力
を
期
待
い
九
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

経
済
界
の
み
な
さ
ん
と
手
を
携
え
て
、
人
の
道
の
あ
ま
ね
く
行
な
わ
れ
る
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

に
精
進
い
た
し
九
い
と
存
じ
ま
す
。

新
春
に
際
し
、
経
済
界
の
ご
隆
盛
と
み
な
さ
ん
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
年
頭
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。
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今
年
も
商
工
会
議
所
の
使
命
徒
に
全
力
を
傾
け
て
ま
い
ろ
決
奄
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①
あ
な
た
に
と
っ
て
今
年
は
ど

ん
な
年
で
し
た
か
。

②
来
年
の
見
通
し
は
ど
ぅ
で
す

、
0

力
③
来
年
に
対
す
る
抱
見
決
意

『

高
度
成
長
か
ら
低
位
安
定
成
長
へ
と
経
済
情
勢
も
刻
々
と
変
動
を
と
げ
つ
つ

あ
る
現
在
今
後
増
々
企
業
努
力
が
重
要
に
な
る
の
は
必
須
。

そ
こ
で
、
不
況
の
年
と
言
わ
れ
た
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
と
も
に
新
年

に
対
す
る
抱
負
な
り
決
意
を
語
っ
て
戴
き
『
年
頭
の
こ
と
ば
」
と
し
て
当
会
議

所
ニ
ユ
ー
ス
紙
上
に
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
。
(
ア
イ
ゥ
エ
オ
順
)

社
長
)

新
工
場
完
成
と
共
に
邁
進

①
昭
和
五
十
二
年
は
丁
巳
?
ノ
ト
企
業
利
益
の
追
求
を

ミ
)
の
年
に
あ
た
り
干
支
の
上
か
①
本
年
は
学
者
倫
演
も
明
か
せ
て

ら
丁
は
新
旧
勢
力
の
衝
突
を
あ
ら

戴
い
て
ど
ぅ
な
る
と
と
か
と
思
っ

わ
し
、
巳
は
地
中
に
あ
う
た
生
物

た
が
、
や
は
り
低
成
長
ど
と
ろ

砺
い
て
地
表
に
出
て
く
る
と
い

か
私
の
業
種
は
下
降
経
済
で
あ
っ

う
象
形
文
字
で
そ
の
代
表
が
蛇
を

た
。
売
上
は
伸
び
て
も
需
費
、

あ
て
て
冬
眠
か
ら
き
め
る
状
聖

人
件
費
の
一
腿
で
バ
ラ
ン
ス
が
端

,
、ノ

あ
ら
わ
し
て
い
る
と
の
と
と
で

れ
た
発
〒
あ
っ
た
。

丁
、
巳
の
年
は
今
迄
耕
し
て
い
②
来
年
、
同
じ
様
だ
け
れ
ど
も
政
経

た
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
決
定
的
な

分
雛
の
時
代
は
去
り
、
や
は
り
政

と
こ
ろ
に
到
着
す
る
年
だ
と
い
わ

琴
本
で
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
盛
ん
に
な
る
③
来
年
は
、
厳
し
い
現
下
の
状
態
を

%
、
才と

の
と
と
で
ナ
。

ふ
ま
え
、
傘
利
益
の
追
求
K
最

②
今
年
は
政
治
、
経
済
共
に
い
よ
い
草
尽
く
し
た
い
0

よ
結
着
点
忙
到
着
t
る
年
だ
と
も

(
臼
井
明
ι
光
学
堂
時
計
眼

考
え
ら
れ
ま
t
の
で
わ
れ
わ
れ
印

鏡
院
代
表
者
)

刷
業
界
で
も
と
と
数
年
述
続
し
て

深
刻
な
不
景
気
で
あ
り
ま
t
0
 
わ
地
域
社
会
発
展
に
全
力
を

が
社
に
お
き
ま
し
て
は
、
と
の
不
①
会
註
霧
は
概
ね
順
調
に
推
移
し

況
を
押
し
て
昨
年
末
に
新
篇
の

た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
商

工
場
を
新
条
成
到
し
ま
し
た
。

工
会
議
所
副
会
頭
と
い
う
重
要
ポ

③
今
年
は
技
術
向
上
と
創
意
工
夫
を

ス
ト
に
推
さ
れ
、
い
ま
さ
ら
な
が

も
っ
て
優
秀
製
品
を
つ
く
り
一
層

ら
そ
の
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感
し

奪
励
努
力
し
て
と
の
難
局
を
打
開

て
い
る
年
で
、
あ
り
ま
す
。

し
邁
進
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
t
。
②
企
業
間
に
相
当
の
格
差
は
あ
る
と

(
乾
太
郎
1
働
奈
良
明
新
社

思
い
ま
t
系
気
回
復
は
未
姦

く
厳
し
い
一
年
で
あ
る
と
存
じ
ま

す
。

③
社
心
発
展
は
も
と
よ
り
盤
礼
会

発
展
の
為
全
力
を
尽
す
所
存
で
あ

り
ま
す
。

(
開
高
覚
n
奈
良
交
通
例
社

長
)

公
共
事
業
の

大
幅
な
増
額
を

①
今
午
は
公
共
事
業
の
抑
制
系
気

鷲
ち
込
み
火
変
な
年
で
し
た
。

②
あ
ま
り
期
待
出
来
な
い
と
思
い
ま

す
。
(
自
§
内
閣
の
不
振
の
た

め
)

③
公
釜
業
の
大
幅
な
増
額
を
期
待

し
ま
す
。
不
況
を
少
し
で
も
上
向

、
き
に
景
気
か
な
り
、
失
業
者
を
増

や
さ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

(
鍵
谷
巖
・
朗
奥
村
組
奈
良

営
業
所
所
長
)

一
歩
一
歩
着
実
に

①
政
府
の
景
気
対
策
も
設
備
投
資
促

欝
迫
力
が
な
く
パ
ッ
と
し
な
い

一
年
で
あ
り
伸
び
悩
み
感
か
く
せ

な
い
。
過
当
競
争
の
激
化
と
ド
ロ

沼
化
し
て
し
ま
っ
た
不
況
の
年
で

あ
っ
た
。

②
来
年
度
の
景
気
回
復
感
は
見
え
ず

織
這
い
か
、
や
や
も
す
れ
ぱ
下
回

る
こ
と
は
免
れ
な
い
。
明
る
い
材

料
は
何
一
つ
な
い
と
い
っ
て
も
過

0

^
、
1
 
-
.
:
.
一
一

V
N
＼
;
,

謂
レ

一
吾
で
は
な
い
と
思
う
。

③
企
業
努
力
だ
け
で
は
ど
ぅ
に
も

な
ら
な
い
だ
け
に
む
ず
か
し
い
が

,
お
山
の
大
将
,
的
・
瓢
を
捨
て

一
年
生
企
業
と
し
て
一
歩
一
歩
と

着
実
に
積
み
重
ね
最
低
利
潤
ぜ
ひ

確
保
し
て
行
き
た
い、

0

(
上
川
雅
庸
ー
コ
テ
ラ
上
川
側

専
務
取
締
役
)

流
通
業
界
の
一
端
を

①
五
十
二
年
四
月
オ
ー
プ
ン
さ
れ
る

県
営
中
央
卸
売
市
場
へ
の
入
県

備
の
為
め
の
茲
礎
固
め
に
努
力
い

た
し
ま
し
た
。

②
中
央
卸
売
市
場
の
業
務
が
開
始
さ

れ
、
夫
々
の
部
門
の
機
能
が
充
実

さ
れ
れ
ぱ
県
内
の
張
食
料
品
の

流
通
に
革
命
を
生
じ
、
県
民
生
活

に
火
き
く
貢
献
す
る
と
と
に
な
り

ま
し
ょ
う
0

③
流
通
圈
内
の
消
費
老
の
台
所
に
新

鮮
で
、
豊
富
に
、
し
か
も
安
定
し

た
価
格
で
供
給
t
る
と
と
に
一
眉

尽
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

(
川
井
徳
蔵
・
側
南
都
水
産
社

長
)

明
治
人
の
意
気
を

み
せ
よ
う

①
藁
の
年
で
あ
り
ま
し
た
が
目
標

誇
で
き
ま
し
た
。

②
一
九
七
七
年
は
社
会
経
済
界
も

多
難
の
年
と
予
想
さ
れ
、
一
段
の

努
力
が
要
四
れ
る
。

③
明
治
生
れ
の
人
々
が
聖
も
ろ
っ

た
か
ら
と
い
っ
て
引
退
す
べ
き
時

才
レ
で
グ

一

.

畷
み
制
、
め

▲

▲

一

、

"

T

、

'

で
な
い
。
と
れ
ら
の
人
々
が
更
に

第
二
の
人
生
を
造
る
た
め
二
十
一

世
紀
の
日
本
の
た
め
に
明
治
人
の

・
変
の
発
揮
を
望
む
。

(
河
合
利
喜
蔵
・
側
ひ
の
り
商

店
社
長
)

ゆ
と
り
と
充
実
を

①
公
私
共
多
忙
で
あ
り
自
分
を
ふ
り

か
え
る
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

ナ
②
景
気
浮
揚
は
ス
ロ
ー
テ
ン
ポ
な
が

ら
詰
事
段
々
明
る
さ
を
加
え
よ

0

う
③
多
少
ゆ
と
り
を
持
ち
充
実
し
た
仕

事
を
し
ゴ
ル
フ
は
五
十
を
切
る
よ

う
に
な
り
た
い

0

(
米
田
瑛
・
和
光
證
券
舗
奈

良
支
店
支
店
長
)

天
職
に
専
念

①
お
蔭
埜
健
康
で
働
か
せ
て
戴
き

順
池
経
過
い
た
し
ま
し
た
と
と

を
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

②
迎
え
る
年
は
本
社
、
東
京
と
も
永

年
の
記
念
日
を
迎
え
る
為
、
諸
行

事
も
考
え
張
切
っ
て
船
り
ま
す
。

③
厳
し
い
波
を
常
態
と
考
え
姿
勢
を

質
し
て
悔
い
の
な
い
よ
う
天
職
に

専
念
い
た
す
所
存
で
す
。

(
近
東
弘
七
1
共
同
精
版
印
刷

鮒
社
長
)

効
率
経
営

①
き
び
し
い
環
境
下
で
あ
り
ま
し
た

が
比
岐
的
順
調
で
充
実
し
た
一
年

で
あ
り
、
又
憧
れ
の
地
奈
良
へ
転

一

、

C

一 劒
1
、
"

一

一
乍

一

↓

任
し
て
来
ま
し
た
意
業
い
年
で

し
た
。

②
今
年
の
贄
動
向
は
政
策
当
局
の

景
気
対
策
に
大
き
く
左
右
さ
れ
よ

う
が
内
外
経
済
環
境
が
一
段
と
き

び
し
さ
を
増
す
と
共
に
、
政
局
不

安
定
が
加
わ
り
、
咋
年
裂
停
滞

を
余
儀
な
く
さ
れ
よ
う
。

③
引
続
き
き
び
し
い
環
境
下
に
あ
っ

て
一
層
効
壽
営
に
徹
す
る
と
共

に
地
元
の
お
役
に
立
つ
銀
行
と
し

て
努
力
し
た
い
。

(
坂
口
健
也
・
側
協
和
銀
行
奈

良
支
店
支
店
長
)

苦
難
の
時
こ
そ
正
念
場

①
今
年
は
姦
の
年
で
あ
り
ま
し
た

②
来
年
は
更
江
困
難
の
年
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

③
一
鴛
命
に
努
力
を
t
る
考
え
で

す
。(

下
出
久
治
郎
・
鵠
下
出
商
会
社

長
)

熱
意
と
行
動
の
年

①
弊
社
の
製
品
は
生
活
必
需
品
で
不

況
に
も
好
況
に
、
余
り
影
粋
の
な

い
洗
剤
業
界
で
あ
り
ま
す
が
、
オ

イ
ル
シ
,
ツ
ク
後
原
料
高
の
製
品

安
と
一
言
う
登
メ
】
カ
ー
に
は
大

変
厳
し
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。

②
来
年
は
貫
の
手
直
し
の
年
、
特

に
中
小
企
業
対
策
に
重
点
を
お
い

て
政
府
の
思
い
切
っ
た
政
策
が
な

さ
れ
る
様
に
思
い
ま
す
。
現
状
に

於
け
る
中
小
余
者
は
苦
し
い
経

営
で
あ
る
が
更
に
企
業
努
力
を
以

J

一

一

ノ
.

、
)力

く

6

お
好
み
呉
服

淀
戸

ス1力.タヨ.、、ト

つ
て
健
斗
す
る
な
れ
ば
来
年
の
見

通
し
は
好
転
の
明
る
さ
が
あ
る
様

に
思
い
ま
す
。

③
来
年
の
抱
負
1
先
丈
止
業
体
質
の

強
化
を
図
る
。
樹
知
識
集
約
型
の

体
制
作
り
と
企
業
全
員
総
力
の
結

集
で
一
歩
前
進
の
熱
意
と
行
動
の

年
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
杉
本
小
三
郎
n
奈
良
油
脂
工

業
鵠
社
邑

努
力
の
仕
甲
斐
の

あ
る
年
に

①
企
業
と
し
て
レ
ス
ト
ラ
ン
チ
エ

ン
、
オ
ペ
レ
ー
シ
,
ン
の
計
画
及

び
基
礎
固
め
の
年
で
あ
っ
た
の
で

二
回
に
捗
る
渡
米
視
察
を
含
め
多

忙
な
年
で
あ
っ
た
。

②
世
界
的
不
況
の
た
め
、
景
気
の
上

昇
は
望
め
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
企

業
の
格
差
は
大
き
く
な
る
だ
ろ
う

が
、

努
力
の
仕
甲
斐
の
あ
る
年
に

な
る
と
思
う
。

③
本
格
的
に
口
ー
ド
サ
イ
ド
型
の
レ

ス
ト
ラ
ン
チ
ェ
ー
ン
の
布
石
を
す

る
第
一
年
と
な
る
の
で
全
社
、
全

能
力
を
挙
げ
て
企
業
の
進
展
に
努

力
す
る
決
意
で
あ
る
。

(
鈴
木
恒
夫
・
殊
鈴
木
社
長
)

最
低
で
生
き
る
訓
練
実
施

①
良
い
と
と
が
三
ツ
あ
り
、
悪
い
こ

と
が
ニ
ツ
あ
り
、
先
ず
先
す
。

②
事
業
的
に
低
迷
時
代
、
思
い
き
っ

た
景
気
浮
揚
策
を
望
む
。

③
腰
弁
当
で
鬼
ケ
島
へ
仕
事
探
し

に
。
最
低
で
生
き
る
訓
練
実
施
。

奈
良
西
寺
林
商
店
街

φ
1
2
3
1
1
t

タ一

ス
、
,
ネ
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経営の合理化に
^
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月づきわずかなりース料てトヨタの新車が
利用てきます。お気軽にご相談ください。

^.●^.......^

f
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奈良会議所ニュース

'決意もあらたに、

年頭のことは

トヨ牙レユ可リース奈良冷器卿鵬

車のご用、うけ九まわります

必要なとき、必要な場所て、必要な車
ご利用い九だけます。お気軽にお電話
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(
長
岡
末
光
・
長
岡
土
建
水
道

側
社
長
)

W
H
Y
 
N
O
T

T
H
E
 
B
E
S
T
?

ア
メ
リ
カ
が
「
く
し
ゃ
み
」
を
t

れ
ぱ
日
本
は
「
風
邪
」
を
ひ
く

民
主
党
の
ジ
ミ
】
・
カ
ー
タ
ー
の

「
乏
乏
=
0
-
二
お
如
.
除
ご
の
言

事
玩
味
い
た
し
ま
す
と

①
目
的
完
遂
へ
の
反
問
の
み
残
り
ま

す
。

②
民
主
党
は
籍
成
以
髪
本
方
針

累
気
浮
揚
策
と
き
き
ま
ナ
。

③
一
に
卸
団
地
鴛
、
二
に
も
卸
団

地
建
設
の
初
喜
徹
に
べ
ス
ト
を

尽
く
し
た
悔
い
の
な
い
午
。

(
中
谷
安
治
・
側
中
谷
玉
水
堂

社
長
)

需
要
創
造
活
動

①
不
況
下
に
お
け
る
社
長
就
任
。
地

道
な
努
力
が
成
果
を
生
み
出
t
事

を
改
め
驫
識
し
た
年
。
運
は
天

に
ま
か
せ
ら
れ
な
い
。

②
赤
い
花
を
求
め
さ
ま
よ
う
轟
く

赤
い
花
を
咲
か
せ
る
努
力

1
需
要
創
造
活
動
1

に
ょ
っ
て
大
い
な
る
成
長
が
期
待

出
来
る
。

③
全
て
積
極
策
で
突
き
走
る
。

(
中
塚
満
洲
夫
1
囿
あ
こ
や
楽

器
店
社
長
)

明
る
く
元
気
よ
く
前
進

①
最
良
の
年
で
し
た
。

②
心
配
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
過
去
を
反
省
し
て
・
・
・
・
・
・
。
粁
余
曲

折
は
あ
る
も
の
で
す
。
感
謝
も
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
過
去
の
事
で

す
。
前
進
、
上
を
む
い
て
、
前
を

む
い
て
、
明
る
く
、
そ
し
て
元
気

良
く
、
す
べ
て
に
感
謝
し
て
昭
和

五
十
二
年
も
生
き
る
限
り
は
楽
し

く
頑
張
り
抜
く
決
意
で
す
。

(
平
井
龍
一
ι
側
平
井
真
美
館

社
長
)

地
元
の
繁
栄
と
発
展
に

①
始
め
て
の
「
奈
良
」
勤
務
で
馴
れ

る
の
に
粘
一
杯
の
年
で
あ
っ
た
。

②
景
気
低
迷
、
高
物
価
、
企
業
倒
産

多
発
、
海
外
か
ら
の
強
圧
等
内
外

共
に
多
事
多
端
の
年
と
な
ろ
う
。

③
地
元
奈
良
の
繁
栄
と
発
展
の
た
め

に
つ
く
す
金
融
桜
関
の
言
貝
と
し

て
の
翁
を
自
覚
し
、
地
に
つ
い

た
活
動
を
行
な
い
た
い
。

(
広
田
悦
次
・
側
太
陽
神
戸
銀

行
西
大
寺
支
店
支
店
長
)

信
頼
さ
れ
る
企
業
努
力

①
本
年
七
月
奈
良
西
大
寺
勤
務
と
な

り
、
奈
良
に
住
ん
で
い
る
私
に
と

つ
て
は
奈
良
、
奈
良
、
奈
良
で
明

け
暮
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
一
年
で

し
た

②
日
本
経
済
は
内
外
と
も
に
璽
き

び
し
く
本
当
に
努
力
を
積
み
重
ね

て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
年
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

③
信
託
と
は
霜
客
様
の
信
頼
を
得
て

大
切
な
財
産
を
お
預
り
t
る
の
が

役
目
で
す
。
心
の
ふ
る
里
,
奈

J

ニ
=
=

"
ニ
ニ
=

.
ニ
ニ
=
.

.
二
一
=

゛
ニ
=
=

■
一
二
一
"
.

2
月
飴
日
、
文
化
会
館
で

当
所
創
立
三
十
周
年
の
黒
璽
と
し
て
か
ね
て
ょ
り
計
画
を
進
め

て
い
た
『
黒
式
典
」
並
び
に
「
会
員
大
会
』
は
来
る
二
河
二
十
三
日

午
後
一
時
よ
り
県
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

式
典
は
三
部
か
ら
成
り
、
優
良
従
業
員
表
彰
や
N
H
K
解
説
委
員
の

岡
村
和
夫
氏
を
招
い
て
の
講
演
会
な
ど
数
多
く
の
催
し
物
を
予
定
し
て

船
り
ま
t
。
詳
細
は
後
日
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
の
で
斎
っ
て
ご
出
席

下
き
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

三
=
=

.
ニ
=
●
岬

ニ
ニ
=
"

.
ニ
=
=

.
ニ
=
=

.
昌
一
=
:
:
.
ニ
=
冨

二
ー
0

良
,
に
開
店
し
て
三
年
を
迎
え
る

弊
店
と
し
ま
し
て
は
皆
様
に
信
頼

き
れ
、
せ
い
ぜ
い
お
引
立
て
い
た

だ
け
る
よ
う
努
力
致
し
た
い
と
望

ん
で
お
り
ま
t
。

(
福
岡
一
男
1
住
友
信
託
銀
行

側
奈
良
西
大
寺
支
店
支
店
長
)

チ
ー
ム
ワ
ー
ク

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

①
進
ま
ず
、
退
か
ナ
、
じ
つ
く
り
と

世
の
中
を
見
つ
め
来
る
年
に
対
し

菱
を
養
う
べ
き
年
で
あ
っ
た
。

②
政
局
不
安
の
も
と
、
倫
一
層
の
努

力
な
く
し
て
は
中
小
企
業
は
成
立

し
な
い
厳
し
い
年
で
あ
ろ
う
。

③
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

.

;
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に
留
意
し
つ
つ
令
業
の
発
展
を
期

し
た
い
。

(
増
尾
剛
・
側
増
尾
商
店
社

長
)

健
康
第
一

①
内
外
共
に
案
外
良
好
の
年
で
し

た
。
他
の
繊
維
は
悪
い
と
去
う
こ

と
で
し
た
が
。

②
来
年
は
相
当
明
る
い
の
で
な
い

か
、
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す
企
業
努

力
が
必
要
と
思
う
。

③
安
定
企
業
に
向
っ
て
邁
進
し
よ

う
。
健
康
第
一
、
自
己
が
先
勝
す

る
こ
と
。

(
山
口
賢
治
・
山
賢
工
業
側
社

長
)

.
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昨
年
の
日
本
経
済
は
、
年
籾
来
の

対
米
輸
出
の
好
調
を
背
景
に
V
字
型

景
気
回
復
へ
の
期
待
を
抱
か
せ
た

が
、
結
果
的
迄
は
景
気
浮
揚
要
因
の

本
命
で
あ
る
民
間
設
備
投
資
が
停
淋

を
続
け
、
個
人
消
費
需
要
も
腰
く
だ

け
に
な
っ
た
と
と
か
ら
念
願
の
長
期

不
況
よ
り
の
脱
出
は
遂
に
幻
想
に
終

つ
こ
。さ

ら
に
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
唯
一

の
景
気
支
持
要
因
で
あ
る
輸
出
増
勢

の
基
器
も
変
化
が
生
じ
た
と
と
、

欧
米
諸
国
に
ょ
る
わ
が
国
の
集
中
豪

雨
型
輸
出
へ
の
風
当
り
が
一
段
と
厳

し
く
な
っ
た
と
と
等
も
織
り
込
ん

で
、
年
末
の
景
気
は
「
回
復
過
程
の

一
時
的
な
中
だ
る
み
」
ど
と
ろ
で
は

な
く
、
ま
さ
に
「
景
気
失
速
」
の
状
態

に
ま
で
落
ち
込
む
と
と
と
な
っ
た
。

五
十
二
年
の
日
本
経
済
は
と
の
よ

う
な
厳
し
い
内
外
環
境
の
中
で
ス
タ

ー
ト
t
る
と
と
と
な
る
が
、
当
面
の

最
も
大
き
い
課
題
は
、
次
第
に
明
確

な
形
を
と
っ
て
迫
っ
て
い
る
経
済
危

機
を
い
か
に
乗
り
切
り
、
安
定
成
長

ι

"

ヤ

、.一

一子
」
ヨ

゛
イ
轟
,
コ

,
ノ

V
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ノ
▲

、

」

安
定
成
長
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の

軌
道
を
求
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て

、
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、
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.

へ
の
軌
道
を
設
定
t
る
か
に
か
か
っ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

と
く
に
新
年
の
世
界
経
済
が
欧
米

先
篇
国
を
中
心
に
経
済
成
長
率
の

鈍
化
に
加
え
て
産
油
国
の
原
油
価
格

の
値
上
げ
か
ら
、
国
際
収
支
に
対
し

て
き
わ
め
て
神
経
過
敏
に
な
る
と
と

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
わ
が
国
の
輸

出
の
前
途
に
は
引
き
続
き
な
に
か
と

制
約
要
因
が
積
み
重
な
っ
て
く
る
と

と
は
覚
悟
し
て
お
か
な
け
れ
ぱ
な
ら

ナ
しと

の
よ
う
に
輸
出
に
大
き
な
期
待

を
か
け
ら
れ
な
い
と
す
る
な
ら
ぱ
、

経
済
危
機
突
破
と
安
定
成
長
へ
の
軌

道
追
求
は
、
わ
が
国
企
業
の
生
産
、

投
資
活
動
の
展
開
、
す
な
わ
ち
自
力

回
復
に
ま
た
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う

答
え
に
な
っ
て
く
る
。

と
の
場
貪
借
入
金
依
存
型
経
済

成
長
の
な
か
で
損
益
分
岐
点
を
押
し

上
げ
て
き
た
わ
が
国
企
業
体
質
の
特

徴
か
ら
い
ぇ
ぱ
、
い
ま
の
よ
う
な
縮

小
再
生
産
の
状
態
は
値
上
げ
効
果
で

カ
バ
】
し
な
い
以
上
は
い
た
ず
ら
に

M
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1

1

.
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8

奈
良
県
立
短
期
大
学
教
授

由
比

凌

経
営
実
体
を
淫
さ
せ
る
ぱ
か
り
で
不
安
感
、
物
価
高
、
低
率
べ
ア
、
実

あ
る
。
し
か
も
原
油
値
上
げ
を
含
め
質
増
税
と
い
う
実
態
に
対
し
て
有
効

た
製
品
価
格
の
引
き
上
げ
が
消
費
不
適
切
な
対
策
が
実
行
さ
れ
な
け
れ
ぱ

振
に
一
層
輪
を
か
け
る
と
な
れ
ぱ
、
な
ら
な
い
。

結
局
は
企
業
努
力
を
中
心
に
経
営
合
不
安
定
か
つ
流
動
を
続
け
る
政
局

理
化
を
は
か
り
コ
ス
ト
を
引
き
下
げ
の
中
に
誕
生
し
た
新
内
閣
の
最
大
の

る
と
と
も
に
、
拡
大
再
生
産
に
ょ
っ
課
題
は
、
物
価
安
定
、
大
幅
所
得
税

て
需
要
を
開
拓
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ぱ
減
税
を
含
め
た
国
民
所
得
増
大
を
め

な
ら
な
い
。

ざ
す
英
断
的
な
経
済
政
策
の
展
開
で

た
だ
し
と
と
で
指
摘
し
て
船
く
べ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

き
と
と
は
、
企
業
が
生
産
を
拡
大
す

る
際
の
前
提
条
件
と
も
な
る
投
資
環

境
の
一
定
の
整
備
が
必
要
だ
と
い
う

と
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
国
民
の
消
費

需
要
が
現
在
の
よ
う
に
冷
却
を
続
け

て
い
る
と
と
は
、
投
資
拡
大
へ
の
キ

ツ
カ
ケ
を
つ
か
め
な
い
ま
ま
事
態
を

な
お
さ
ら
悪
化
さ
せ
る
も
の
で
あ

る
。

)
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標
件
談

国
商
事
相
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匠
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闇

意
・
顧
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,

外
案
相
談
新
・
相

用
定
業

実
鑑
企、
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内
許
判
中
特
審
所.願

会
出
工商良(

従
っ
て
長
期
不
況
か
ら
安
定
成
長

へ
転
換
す
る
た
め
の
掛
け
橋
は
、
実

は
国
民
消
賀
の
安
定
的
拡
大
で
あ
る

と
い
え
る
。
と
の
た
め
に
は
現
在
の

極
端
な
消
費
不
振
の
背
景
と
な
っ
て

い
る
将
来
の
生
活
設
計
へ
の
国
民
の
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第
八
回
竹
柏
句
会
入
選
作

1
奈
良
商
工
会
議
所
婦
人
会
1

山
中
山
木
選

0
風
に
舞
ふ
紅
葉
拾
ひ
て
書
に
納
む

0
蔵
人
の
国
な
ま
り
と
ぶ
酒
造
り

0
白
菊
や
終
爲
告
ぐ
る
女
医
の
声

0
 
-
す
ぢ
の
湯
煙
り
た
ち
て
崖
紅
葉

0
嫁
ぎ
子
に
贈
ら
れ
し
ば
ら
冬
麗
ら

0
住
む
人
の
無
く
て
屋
根
ま
で
蔦
紅
葉

0
剣
豪
も
か
つ
て
踏
み
来
し
谿
落
葉

0
猪
鍋
の
湯
気
た
ち
こ
も
る
夜
の
山
家

0
衿
を
立
て
て
落
葉
踏
み
行
く
朝
の
径

三
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早
:
,
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ニ
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.
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一
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昌
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一
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一
、
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三
二
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=
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旦
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三
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昌
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二
里
=
=
=
Ξ
=
=
=
=
Ξ
=
=
=
ニ
=
=
三
里
二
=
=
冒
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=
三
一
一
=
宅
二
=
二
三
=
=
=
冨
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二
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冨
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゛
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二
』
一
τ
:
ー
=
ノ
:
:
一
一
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:
冨
一
■
:
●
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:
一
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:
■
:
゛
一
=
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゛
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昌
一
;
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哨
●
'
:
ニ
.
■
.
一
冨
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-
冒
:
●
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ー
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冨
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:
、
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二
冨
:
:
.
二
豊
一
、
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゛
■
:
●
●
三
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■
:
巨
ネ
=
:
.
:
■
●
早
一
:
゛
:
冒
:
=
司
.
:
.
ニ
ニ
:
:
巨
1
-

試
験
日
筆
記
二
月
二
十
三
日
(
水
)

午
前
九
時

面
接
二
月
二
十
四
日
(
木
)

午
後
一
時
半

宅
.
'
:
二
』
里
.

.
一
,
.
、
:
.
=
ー
.

試
験
場
奈
良
商
工
会
議
所

(
奈
良
市
登
大
路
町
部
1
2
)

申
込
受
付
一
月
十
七
日
(
月
)
t

一
河
二
十
九
日
(
士
)

受
験
料
二
、
五
0
0
円

手
続
申
込
書
(
当
所
に
備
付
け
)
に
必

要
事
項
記
入
の
上
、
写
真
(
5
X

5
 
飢
)
を
貼
付
し
て
当
所
ま
で
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

@
同
試
験
に
関
し
て
の
問
い
合
せ
は

当
所
検
定
課
(
奈
良
⑳
六
三
三
代
)
ま
で

C
J
:
.
ニ
ー
ー
:
:
'
0
.
ー
:
:
ー
:
:
:
.
早
/
:
.
、
●
一
一
.
圖

と
き
一
児
二
十
一
日
(
金
)

午
後
一
時
半
か
ら
四
時
半
ま
で

と
こ
ろ
当
所
四
階
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
『
低
成
長
経
済
下
に
お
け
る
景
気

の
起
伏
と
企
業
経
営
の
進
め
方
』

講
師
日
本
経
営
管
理
協
会
理
事
長

経
営
学
博
士
中
嶋
康
貴
氏

広
く
関
係
者
各
位
の
ご
来
場
を
歓
迎
し
ま

す
。
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画
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経
営
実
務
セ
ミ
ナ
ー

.
ニ
=
=

と
き
一
月
二
十
五
日
(
火
)

午
後
一
時
半
か
ら
四
時
ま
で

と
こ
ろ
当
所
四
階
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
『
経
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の

主
婦
の
地
位
、
役
割
を
知
る
」

講
師
朕
1
B
C

専
任
講
師
植
田
勝
氏

広
く
関
係
者
各
位
の
ご
来
場
を
歓
迎
し
ま

す
。

ニ
ニ
=
:

貸
し
売
り
の
活
用
と
効
果

.
ニ
=
冒

販
売
促
進
の
ひ
と
つ
の
手
段
と
し

て
、
貸
し
売
り
が
よ
く
活
用
さ
れ
、

そ
の
効
果
を
あ
げ
つ
つ
ぁ
り
ま
す

が
、
と
れ
を
行
う
場
合
に
は
、
顧
客

稠
査
の
徹
底
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
面
倒、一

な
面
も
多
い
も
の
で
す
。
以
下
、

し
売
り
に
つ
い
て
の
参
考
点
を
静

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
貸
し
売
り
に
は
合
理
的
な

管
理
が
大
切
n
貸
し
売
り
を
行
う
と

と
に
ょ
り
、
売
り
上
げ
が
伸
び
業
穎

に
ょ
影
箸
を
与
え
る
な
ら
ぱ
結
構

だ
が
、
も
し
そ
の
管
理
に
適
切
さ
を

欠
く
よ
う
な
と
と
が
あ
れ
ば
、
債
権

焦
げ
つ
き
な
ど
の
結
果
を
招
き
、
思

わ
ぬ
損
害
を
う
け
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
と
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
も
し

貸
し
光
り
を
行
う
と
す
る
な
ら
ぱ
、

そ
の
管
理
の
適
切
性
、
合
理
性
に
徹

t
る
と
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。
「
売

り
上
げ
は
伸
び
た
が
、
代
金
回
収
が

遅
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
か
、
「
貸
し

倒
れ
を
招
い
た
」
と
い
う
よ
う
な
と

と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の

で
す
。顧客

の
信
用
能
力
を
十
分
に
調
べ

る
・
顧
客
の
信
用
能
力
を
調
べ
る
な

ど
と
い
う
と
と
は
、
ち
ょ
つ
と
考
え

る
と
、
顧
、
^
を
疑
う
と
い
う
よ
う
な

と
と
か
ら
大
へ
ん
失
礼
で
は
な
い
か

と
も
み
ら
れ
ま
t
が
、
そ
う
し
た
考
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、
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ニ
ニ
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:
;
:
ニ
=
一
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;
:
ニ
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=
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.
ニ
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、

の
う

も
よ

の
し

な
ま

ん
、し

み
使

,
、
支

:
ニ
=
"
.

啄
二
=
=

え
方
は
正
し
い
と
は
い
ぇ
ま
せ
ん
。

顧
,
客
を
調
べ
る
と
い
う
こ
と
は
失
礼

で
あ
る
と
、
悪
い
意
味
に
と
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
信
用
し
、
納
得

し
、
気
持
ち
の
よ
い
取
り
引
き
を
す

る
と
い
う
意
味
か
ら
も
顧
客
調
査
は

十
分
に
行
う
よ
う
に
し
た
い
も
の
で

t
。
信
用
調
査
を
十
分
に
行
い
、
信

用
力
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
ら
、

そ
の
顧
客
が
果
し
て
貸
し
売
り
を
し

て
ょ
い
顧
客
で
あ
る
か
ど
ぅ
か
判
断

t
る
と
と
も
大
切
で
す
。
貸
し
て
あ

と
で
ト
ラ
プ
ル
が
お
こ
る
よ
う
で
は

困
り
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
な
ら
、
安

直
に
貸
し
売
り
を
し
な
い
方
が
お
互

い
の
た
め
に
ょ
い
と
と
で
す
。

合
理
的
な
販
売
を
常
に
念
頭
に
お

く
'
貸
し
売
り
を
行
う
に
は
合
理
的

な
納
得
の
ゆ
く
販
売
と
い
う
と
と
を

念
頭
に
お
き
た
い
も
の
で
t
。
押
し

つ
け
販
売
を
し
た
り
、
高
圧
的
な
販

売
を
し
た
り
、
む
り
に
「
貸
す
か
ら

買
え
」
式
の
販
売
を
行
う
と
と
は
あ

と
で
代
金
決
済
の
場
合
忙
ト
ラ
ブ
ル

を
兆
と
し
が
ち
で
す
か
ら
注
意
し
た

い
も
の
で
す
。
貸
し
売
り
の
場
合

は
、
現
金
売
り
の
販
売
に
も
ま
し
て

顧
客
の
利
益
と
需
要
に
重
点
を
お
い

た
合
理
的
な
販
売
を
す
る
と
と
が
必

要
で
す
。

条
件
を
明
示
し
、
請
求
も
確
実
に

ニ
=
=
'

奈

ニ
=
=

(
午
後
一
時
ー
ヰ
後
五
時
)

搬
出
ク
 
2
月
8
日

(
午
後
四
時
1
午
後
五
時
)

出
品
料
一
点
-
0
0
0
円
(
追

加
十
点
ま
で
、
一
点
毎
に
五
0
0

円
加
算
)

奈
良
新
作
土
産
品
展
も
右
記
と
伺

様
に
開
催
さ
れ
ま
t
。
な
お
、
出
品

料
は
無
料
で
す
。

本
件
に
つ
き
詳
細
を
お
知
り
に
な

り
た
い
方
は
奈
良
都
光
土
産
品
連
絡

協
議
会
(
当
番
幹
事
奈
良
保
健
所
T

E
L
⑳
六
一
七
一
)
ま
で
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

.
二
一
一
:

n
顧
客
の
信
用
度
に
応
じ
、
そ
の
信

用
の
範
囲
内
に
霜
い
て
貸
し
売
り
を

行
う
と
と
が
賢
明
で
す
。
本
当
倫

用
の
お
け
る
顧
客
な
ら
ば
い
ぎ
知
ら

ず
、
「
代
金
は
い
つ
で
も
結
構
で
す

よ
」
式
の
販
売
で
は
、
代
金
回
収
に

剪
す
る
と
と
も
あ
り
ま
す
。
や
は

り
、
貸
し
売
り
の
条
件
に
つ
い
て

は
、
正
し
く
相
手
に
知
ら
せ
る
よ
う

に
努
力
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

築
に
つ
い
て
遠
慮
す
る
と
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
相
手
が
故
意
で
は
な
く

支
払
い
を
忘
れ
て
い
る
と
と
も
あ
り

ま
す
か
ら
、
代
金
の
確
実
な
回
収
の

た
め
に
も
請
求
と
い
う
と
と
を
お
と

た
ら
な
い
よ
う
に
心
掛
け
ま
す
。

代
金
回
収
は
慎
重
に
処
し
た
い
・
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電
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ニ
ニ
:
;
:
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:
.
冨
二
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よ
こ

{

、

＼

1

双

、
(

代
金
回
収
は
一
定
期
日
に
行
う
と
い

う
考
え
の
も
と
に
、
相
手
に
理
解
さ

せ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
も
し
、
そ
の

日
に
回
収
が
出
来
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
い
つ
が
よ
い
か
を
ハ
ッ
キ
リ
と

話
し
あ
い
し
ま
す
。
相
手
方
の
都
合

で
、
だ
ら
だ
ら
と
支
払
い
を
遅
れ
さ

せ
る
よ
う
な
と
と
は
避
け
る
べ
き
で

す
。
そ
の
他
、
支
払
い
の
意
思
が
な

い
願
客
に
は
断
固
処
置
を
と
る
な
ど

の
強
い
態
度
、
時
に
は
必
要
で
し
ょ

う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
貸
し
売
り
の

場
合
、
合
理
的
な
販
売
を
念
頭
に
お

い
て
、
あ
と
で
の
ト
ラ
ブ
ル
を
招
か

な
い
よ
う
K
努
め
る
と
と
が
賢
明
と

い
え
ま
す
。

.
冨
=
=

一

ニ
=
:
卑

ミ
 
i
〕
.
見
/
ー
ノ
、
ー
ー
旦
1
、
/
/
/
ー
ー
ー
ノ
ー
ー
」
}
ト
、
[
ー
、
゛
)
)
、
}
ー
、
、
ノ
ー
ー
、
ノ
ー

第
松
回
奈
良
観
光
土
産
品
推
奨
審
査
会

第
4
回
奈
良
新
作
土
産
品
展

観
光
都
市
奈
良
に
ふ
さ
わ
し
い
郷

士
色
豊
か
な
優
良
み
や
げ
品
を
選
定

し
て
広
く
内
外
に
推
奨
t
る
と
と
も

に
奈
良
士
産
品
の
信
用
確
保
と
品
位

の
向
上
を
計
る
と
と
を
目
的
に
、
第

口
回
奈
良
観
光
士
産
品
推
奨
審
査
会

並
び
に
第
4
回
奈
良
新
作
士
産
品
展

が
次
の
要
項
で
実
施
さ
れ
ま
t
。
多

数
の
ビ
出
品
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

④
奈
良
観
光
土
産
品
推
奨
審
査
会

開
催
日
時
昭
和
訟
年
2
月
8
日

午
前
九
時
1
午
後
四
時

場
所
当
所
4
階
ホ
ー
ル

申
込
〆
切
昭
北
訟
年
2
月
3
日

現
品
の
搬
入
グ
 
2
月
7
日
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